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平成 30 年度 第３回 高知市地域福祉計画推進協議会 

 

日時：平成 30年 11月 20 日（火）18 時 30 分～20時 30 分 

場所：総合あんしんセンター ３階 大会議室 

開会 

（司会） 

 ただいまから今年度，第３回目の高知市地域福祉計画推進協議会のほうを始めさせてい

ただきます。 

 本日はお忙しい中，ご出席のほうをいただきまして誠にありがとうございます。私は，

高知市健康福祉総務課長の大北と申します。議事に入りますまで，進行のほうをさせてい

ただきますので，よろしくお願いをいたします。 

 まず，本日使用いたします資料の確認をさせていただきます。委員の皆様には事前にお

配りをさせていただいておりますが，まず，Ａ４縦の本日の次第が１枚，１枚の資料が１

つ。２つ目が，左側ホッチキス２カ所留めとなっております，平成 30 年度第３回高知市地

域福祉計画推進協議会資料というタイトルの資料が１部。そして最後に，これも左側ホッ

チキス２カ所留めとなりますが，高知市地域福祉計画/地域福祉活動推進計画案とあります。

以上，３つございますでしょうか。過不足等はございませんでしょうか。 

 それでは，会次第に沿って進めさせていただきたいと思います。なお，本日，三谷委員

と吉永委員につきましては，本日欠席のご連絡をいただいております。東森委員さんが少

し遅れるというご連絡をいただいております。 

 平成 25 年３月に策定をいたしました現行計画のほうにつきましては，25 年度から 30 年

度までの６カ年計画になっておりまして，本年度につきましては，次期計画策定に向けた

準備の年となっております。本日は次期計画，素案についてのご報告をさせていただきま

す。報告の後，協議の時間を設けておりますので，それぞれのお立場からご発言のほうを

よろしくお願いいたします。なお，この会につきましては，情報公開の対象となっており

ますので，議事録を作成する関係上，ご発言の際にはまずお名前をおっしゃっていただき，

その後にマイクを通してご発言をお願いいたします。 

 それでは，ここからは玉里会長に進行をお願いし，議事に入りたいと思います。玉里会

長よろしくお願いします。 

 

（玉里会長） 

 どうも皆さんこんばんは。ご指名いただきましたので，ここからは進行を務めさせてい

ただきます，高知大学の玉里でございます，よろしくお願いいたします。それでは，限ら

れた時間でございますので，早速事務局からの報告事項に入りたいと思います。 

 まず事務局より，次期 2019 年から 2024 年度高知市地域福祉活動推進計画素案について

の報告をお願いします。その後休憩を挟んで協議の時間を取りたいと思いますので，よろ
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しくお願いいたします。 

 

（事務局 健康福祉総務課 川田） 

 皆さん，こんばんは。高知市健康福祉総務課の川田と申します。座って失礼いたします。 

 それでは，資料のほうですが事前に送付しておりました別冊になっております案，高知

市地域福祉活動推進計画の案をご用意をお願いいたします。 

 まず，目次のほうをご覧ください。次期計画はこちらにあるとおり，全５章と資料編と

いう構成になっております。今回は，１章，３章，４章のみページとなっており，２章，

５章については，次回，第４回の協議会で提示させていただきますので，よろしくお願い

いたします。私のほうからは，１章と３章のほうの説明をさせていただきます。 

 それでは，１ページのほうをご覧ください。「第１章 計画の策定にあたって」という

ところです。背景としまして，平成 25年３月に高知市地域福祉活動推進計画を策定し，５

つの基本目標を掲げ，平成 27年度には中間評価を行い取組を進めているところです。中段

ほどから地域福祉をめぐる現状として，この６年間の地域福祉を取り巻く環境の変化を記

載しております。高齢や障害，介護や子育て，生活困窮など様々な理由による生きづらさ

を感じている人の増加，社会的に孤立している人の増加，8050 問題やダブルケアなどはざ

まの問題の増加，また，自殺の問題などを列挙しております。 

 そして，下段のほうから二重のかぎ括弧で囲んでおりますが，新たな取組と希望という

ことで，１期計画の策定後の状況などを記載しております。私たちの住んでいる地域には，

今まで知られていなかった多くの宝，知恵，人材，資源があり，自分たちが住みたい地域

を自分たちで作る。地域でできることを探し，宝をいかし，発展させていこうとする住民

主体の地域づくりの取組が市内の各地域で進められています。 

 ２ページのほうをご覧ください。こちらのほうの社会福祉法人連絡協議会の結成なども

新たな取組として開始され，また，中高生や学生の地域活動への参加など，若者の取組も

広がり始めています。地域の持続可能性をどのように確保していくかという危機感と同時

に，地域の課題解決力，地域の力を強くしていこうとする将来への希望があると。また，

公的なサービスの充実と併せ，地域住民が主体となって助け合いながら誰もがその人らし

く，安心して充実した生活が送れるような地域づくりの取組をより強く，大きくしていく

ことが求められています，とまとめております。中ほどから，国の動向についての記載に

なっております。地域包括ケアシステムや，生活困窮者自立支援制度，障害者差別解消法，

成年後見制度の利用促進など，様々な法整備がされ，その中で事業者とともに住民が連携

して取り組んでいく方針が出されております。そして，地域共生社会の実現を掲げ，地域

福祉計画が福祉の各分野の上位計画として位置付けられました。こういった社会情勢や国

の動きを踏まえ，第２期の計画を作成しております。下のほうですが（2）地域共生社会の

実現に向けてということで，地域共生社会の実現に向けては地域の関係団体，事業者や住

民，行政等がつながることにより協力し，支える側，支えられる側という関係を超え，み
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んなを支え合うことが大切であり，地域福祉の推進は欠かせないものであると。そのため

には，自助，共助，公助を重層的に組み合わせ，実践していくことが大切であるというこ

とで３ページのほうに自助，共助，公助についての説明を載せております。また，イメー

ジ図を中ほどにも載せております。お互いに支え合い，助け合う，向こう三軒両隣の地域

社会の実現には，この３つの助け，情報，適切かつ効果的に展開していくことが重要であ

り，地域共生社会の実現への近道であるといえるということでまとめております。第４章

のほうは，この自助，共助，公助の役割を示した形のまとめ方となっております。 

 続きまして，４ページから６ページは改正社会福祉法の抜粋を載せておりますのでまた

ご覧ください。 

 ７ページのほう，お願いいたします。７ページ，計画の位置付けとなっております。第

１期計画と同様に，市社協の活動計画と一体的に策定を第２期のほうもしております。 

 ９ページのほう，ご覧ください。こちらが計画の基幹になっておりますが，１期同様に

６年計画ということで計画を立てております。 

 10 ページのほう，お願いいたします。計画策定への取組となっておりますが，アンケー

ト調査や専門職などの意見交換会を実施しながら，策定を進めてきております。こちら，

その意見交換会などの詳細の経過は資料編のほうに載せる予定にはしておりますので，そ

ちらをご覧いただくようになります。 

 11 ページのほうは，計画策定体制ということで，前回の協議会でお示しした内容になっ

ております。 

 12 ページのほう，お願いいたします。こちら，地域，圏域についてということで，地域

福祉に係る取組は多岐にわたり，それぞれ実施する上での適切な範囲は異なることから，

本計画では地域を一義的なものではなく，重層的なものとして捉えています。そして，そ

れぞれの課題に応じて適切な圏域を設定し，取組を進めていくことが重要ですということ

でまとめております。この１番，２番，３番，４番の小地域圏域，中地域圏域，ブロック

圏域，高知市全域というのは，第１期計画の分け方といいますか，圏域の設定と同じ形に

はなっております。 

 続きまして，15ページのほう，お願いいたします。15 ページ，第３章にここから入りま

す。計画の基本的な考え方というところで，基本理念として，「だれもが安心して，いき

いきと自分らしく暮らせる支え合いのあるまち」。スローガンを地「参」地「笑」，福祉

でまちづくり～地域の宝（社会資源）を活かした「つながりのあるまちづくり」～と設定

しております。こちら，前回の協議会のほうでお示しした内容です。「だれもが安心して，

いきいきと自分らしく暮らせる支え合いのあるまち」の実現のためには，行政や地域福祉

コーディネーターなどが地域の活動や人と人等をつなぐ役割を果たすことで，地域の関係

団体，事業者や住民，行政等がつながりを持ち，それぞれの役割を果たしながら地域づく

りに参画していくことが大切ということで，イメージ図のほうも下のほうに載せておりま

す。 
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 16 ページのほう，お願いいたします。ここから，基本目標の内容になってきております。

この基本理念の実現に向け，第２期計画の方向性を踏まえて７つの基本目標を設定し，住

民主体の課題解決力の強化と包括的な支援体制づくりに取り組みます。下の絵のポンチ絵

のほうにありますが，７つの基本目標を設定しております。１つ目が地域共生社会の実現

に向けた地域での課題解決力の強化，２つ目が「おたがいさま」「ほおっちょけん」の住

民意識づくり，３つ目が地域活動など社会とつながる多様な交流の促進，４つ目が地域や

福祉の担い手づくりで，５つ目がつながりのある相談支援体制の構築，６つ目が安全・安

心につながる環境づくり，７つ目が地域共生社会の実現のための体制基盤強化となってお

ります。この中の基本目標１と２と５を重点基本目標として取り組んでいくこととしてお

ります。こちらのほう，上のほうに重点基本目標があって，下に７つの目標がありますの

で，実際ちょっとこちらの順序入れ替えるようにしようかということで考えております。 

 17 ページのほうからは，それぞれの基本目標の内容を記載しておりますが，第４章のほ

うで取組内容等詳しく説明をする予定ですので，また後ほどご説明をさせていただきます。 

 20 ページのほう，ご覧ください。こちら，施策の体系図となっております。こちらも前

回の協議会でお示しをしたものですが，７つの基本目標にそれぞれ２つの施策の方向性を

設定し，取組を進めていくこととしております。21 ページのほうには，その基本目標ごと

に指標と目標の一覧を載せております。こちらの内容で，指標目標のところに市民アンケ

ートや専門職アンケートとありますが，こちらのほう，このアンケートの内容につきまし

ては，第２章に載せる予定にはなっております。また，このアンケートの説明について，

注釈を下のほうにも入れたいということで考えております。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 それではすみません。続きまして，報告者替わりまして，第４章の報告に入らせていた

だきたいと思います。高知市健康福祉総務課の朝比奈と申します。 

 

（事務局 高知市社会福祉協議会 野村） 

 私は，高知市社会福祉協議会の地域協働課の野村と申します。よろしくお願いします。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 それではすみません，２名で素案の第４章を説明させていただきますので，座って失礼

いたします。 

それではすみません。協議会資料を少し進めまして，ページとしまして 23ページをお開

きください。第４章に入ります。今回，本章では基本目標に関連する取組の方向性などを

整理した上で，住民の方，地域組織団体の方，福祉関係者の方，社会福祉協議会，市の望

ましい役割分担を設定させていただきまして，それぞれの取組内容を例示的に示させてい

ただいております。真ん中の中央の部分に，「地域を構成するすべての人々の定義」とい
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うふうに記載をさせてもらっております。こういった住民の方々，地域組織団体の方々，

福祉関係者の方々，社協，市というところで，少し人々の定義とさせていただいておりま

す。この中で地域組織団体のところにつきましては，内容としましていろんな方々の団体

名等を書かせてもらってるんですけれども，この中で，例えば地区社会福祉協議会，それ

から民生委員さん，児童委員さん，それから福祉委員さん等につきましては，下にありま

す福祉関係者のほうに入るのではないかというご意見も，この項目を作るときにご意見い

ただいていたんですけれども，この地域組織団体につきましては地域単位で活動する組織

や団体というところに着目しまして整理をさせていただきましたので，そういった今説明

させてもらいました皆様方につきましては，地域組織団体のほうに書かせていただいてる

ようになっております。下にありますように各主体の取組内容につきましては，これまで

の１回・２回の推進協議会でもご報告させていただいた内容や，来期計画の内容を引き継

ぎまして，主な取組を記載していっておりますので，ご紹介させていただきたいと思いま

す。 

次のページをお開きください。まず少し構成が現計画から再構成が変わっておりますの

で，少し構成について説明をさせていただきたいと思います。基本的に，基本目標ごとに

先ほど川田のほうから説明がありましたように，自助として住民に期待される役割，共助

として地域組織団体や福祉関係者に期待される役割，公助として社協と市の取組の内容を

記載しているような構成になっております。また 25 ページに記載しておりますように，共

助の部分につきましては，地域組織団体と福祉関係者の２種類の役割をまとめて記載して

おりますので，期待される役割の項目ごとに地域・福祉関係者共通の記載を追記させても

らっております。 

各項目の最終ページ，26 ページを見ていただきたいですが，基本的に市関連事業等と社

協事業というところで関連するものについては，今回協議会で参考資料としまして掲載を

させてもらっております。 

本日は時間の都合もありまして，全てを報告していますとちょっと時間が足りませんの

で，市社協と市の取組を主に報告させていただきます。ですが，自助，共助の記載内容に

ついては事務局のほうで期待される役割として書かせていただいておりますが，このほう

については委員の皆様にぜひご意見いただきたいところとなっておりますので，こちらの

記載内容でお気付きの点等がありましたら，ぜひご意見いただければと思っております。 

それでは基本目標１から説明をさせていただきたいと思います。基本目標１，24 ページ

に戻りますが，地域共生社会の実現に向けた地域での課題解決力の強化についてで，次期

計画の１つ目の重点基本目標となります。この基本目標１なんですが，住民主体の地域福

祉活動というのが地域福祉を推進するための基盤となっていまして，本市でもこれまでの

推進協議会で報告させていただいたように，多様な主体による活動が，様々なものが展開

されてきていました。その一方で，地域の抱える課題の多様化・複雑化により，課題の解

決等に向けた効果的な活動の展開が難しくなっている現状があります。地域共生社会の実
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現に向けて多様な主体が連携・協働して，地域での課題解決力を強化していくことが必要

となっているということがありまして，こちらに書いてます１－１と１－２を準備させて

いただきました。まず１－１に記載しているように，地域福祉の推進や課題解決力の基盤

となる住民の方の地域福祉活動を積極的に促進・支援することで，活動の活性化を図って

いきたいと思っております。 

 

（事務局 高知市社会福祉協議会 野村） 

 社協の取組内容といたしましては，地域福祉活動を推進する役割を持つ地域福祉コーデ

ィネーターを配置しまして，住民が主体的に行う学習会の支援や集いの場などの立ち上げ

支援，そして地域福祉活動の担い手への支援を行います。また，地区社会福祉協議会や当

事者団体，社会福祉法人などの活動支援を行います。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 次，25 ページの上になりますが，社協と市が共通して行う内容については，この社協と

市ということで，２つ並べて書かせてもらっております。地域におけるボランティアやＮ

ＰＯ，当事者団体などの多様な活動の活性化に向けた支援に取り組むとともに，社会福祉

法人や民間企業・事業者等による社会貢献活動の促進に取り組みます。その下の市の内容

につきましてはこちらの分につきまして５つ書かせてもらっておりますが，地域単位で活

動する団体組織の運営や活動の支援。２つ目としまして民生委員・児童委員さんが活動し

やすい環境づくり。３つ目としまして生活支援コーディネーターの配置。４つ目として地

域福祉コーディネーターの人件費補助等，５つ目としまして，地域での課題解決力の強化

のための仕組みづくりを行いたいと思っております。 

次にページが飛びまして，28 ページをお願いいたします。１－２では，上の部分に書い

ておりますが，多様な社会が地域に関する情報や課題などを把握・共有し，その解決に向

けた取組を検討・推進することができる場や仕組みの構築を目指します。 

 

（事務局 高知市社会福祉協議会 野村） 

 社協の取組内容といたしましては，住民と多様な主体との連携・協働による実践を推進

します。また，地域課題の解決の場として，高知市社会福祉法人連絡協議会等を主体とし

て，公益的な取組を拡充します。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 続きまして，社協と市のほうの活動としまして，そちらのほうに下に書いております。

地域福祉コーディネーター活動と専門職の連携・協働を通じて，地域の多様な主体がつな

がる仕組みづくりを推進するとともに，２番目，住民と専門職・その他関係機関が協働し

た地域づくりの実践を拡大します。また３つ目にありますように，小地域を超えた中地域
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で，地域課題・地域生活課題について話し合う場を補充していきます。最後に下，市のほ

うの取組を書いておりますが，１番目に書いております多様な担い手などが抱える地域全

体の課題や，地域生活の課題を把握・共有し，２番目に書いております高知市既存の会議

や協議会等がありますので，それらを通じまして多職種の専門職や多様な担い手などの連

携・協働や，地域における課題解決力の強化を行いたいと思っております。 

 続きまして，30 ページをお開きください。こちらが基本目標２となっておりまして，「お

たがいさま」「ほおっちょけん」の住民意識づくりについてです。こちらの項目は現計画

でも書いていた内容の踏襲の部分になってきますけれども，住民一人一人が地域や福祉を

身近なこととして主体的に捉えて，興味・関心を持つことが地域福祉を推進していくため

の大前提となってきます。現計画でも６年間の重点基本目標として，この住民意識づくり

を掲げておりまして，次期の計画でも同様に重点基本目標として挙げさせてもらっており

ます。 

２－１の部分について説明させていただきます。２－１，上の部分に書いておりますが，

福祉分野にとどまらず，様々な分野における取組を通じて，住民一人一人がまちや地域に

対する関心・愛着を持ち，「自分や家族が暮らしたい地域を考える」ための機会を提供し

たいと思います。また，地域や福祉を自身に身近なこととして捉え，具体的な取組につな

がるような働き掛けを進めていきたいと思っております。 

 

（事務局 高知市社会福祉協議会 野村） 

 社協の取組内容といたしましては，「ほおっちょけん」の気持を様々なツールを活用し

て啓発いたします。また，住民が実際の活動や話合いの場に参加することで，地域福祉活

動への関心をより高める働き掛けをします。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 高知市としましては，多くの住民が地域に関心・愛着を持てるようなイベント活動や，

出前講座等の広聴広報活動を行いたいと思っております。右の市関連事業等にも現在行っ

ている出前講座も含めて，参考に記載させてもらっております。 

 続きまして 32 ページ，２－２になります。こちらも委員の皆様からも，これまでの協議

会でこの気持ちの部分，それからいろんな住民の方々の意識の部分というところについて

は，大事なご意見をいただいてきたところになります。「おたがいさま」，「ほおっちょ

けん」の意識を持って，それから周囲の「助けて」という SOS をしっかりとキャッチする

ことができるよう，また自身が困ったときは周囲に「助けて」と伝えることができること

が重要になってきます。学校教育や社会学習等，様々な機会を通じて子供から高齢者まで，

生涯にわたって継続的な福祉教育・学習を推進していきたいと思っております。 

 

（事務局 高知市社会福祉協議会 野村） 
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 社協の取組内容としましては，福祉教育プログラムとして「ほおっちょけん学習」を活

用して福祉教育の啓発をしながら，サポーターとして福祉教育に関わっていただける人材

を養成したいと思います。また，障害当事者の方が参加して行う啓発の機会を作りたいと

思います。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 33 ページのほうになりますが，高知市としましては，そちらに書いております①②の記

載のように，保育所・幼稚園・認定こども園や小・中学校・高校において地域での，現在

も行われておりますが様々な体験・交流活動，福祉教育や体験学習等を行います。また地

域住民に対しては，③に記載しておりますように生涯学習の取組や出前講座，学習会，イ

ベントなど，様々な機会を通じた福祉教育を行っていきたいと思っております。 

 34 ページをお開きください。基本目標３になります。地域活動など，社会とつながる多

様な交流の促進についてになります。こちらの部分につきましては，第２回推進協議会で

報告させていただいた市民アンケート結果等にもありましたが，高知市の近所付き合いや

地域のつながりの希薄化というのが年々進んできている現状等があります。一方，地域住

民の助け合いの必要性については前回の協議会でも報告させていただいたんですけれども，

８割の市民が「必要だと思う」「あったほうが良い」と回答していました。今後は身近な

地域で住民誰もが集い，交流でき，つながることができる機会づくりを通じて，地域で一

人ぼっちを作らない仕組みを構築していきたいと思っております。 

まず３－１に記載している，地域の中での様々な交流の機会づくりについて説明させて

いただきます。 

 

（事務局 高知市社会福祉協議会 野村） 

 社協の取組内容といたしましては，地域活動に情報提供することで，障害などがあって

も気軽に集まることができる機会づくりをします。そして社会福祉法人の公益的な取組と

の連携を図ります。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 高知市と社協の取組内容としては，その次に書いております学生や働き盛り世代，子育

て世代，退職者，転入者等，これまで地域で余り交流が持たれていなかった住民の方の地

域への関わりの機会づくりに取り組みたいと思っております。また地域単位で活動する組

織・団体などによる住民同士の交流活動を支援していきたいと思っております。 

 35 ページに高知市の取組を書いておりますが，５つ記載しておりますがまとめますと，

子育て世代や高齢者，障害者を対象とした取組と併せて，様々な世代間交流を促進してい

きたいと思っております。また５つ目に，地域の社会資源マップのシステム導入等による

情報の見える化等を行っていきたいと思っております。 
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 続きましてページが飛びまして，38 ページになります。３－２では上のほうに書いてお

ります，身近な地域で誰もが主体となって活躍できる，就労の場も含めた仕組みづくりや

既存施設，既存の取組等の有効活用などを通じた拠点づくりへの支援に取り組んでいきた

いと思っております。 

 

（事務局 高知市社会福祉協議会 野村） 

 社協の取組内容としましては，様々な場づくりのために必要な情報提供や支援の取次ぎ

などを行います。そして地域活動と社会福祉法人などの多様な主体をつなぐことで，促進

を図ります。また，既存の施設や空き家などの有効活用を促進します。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 高知市としましては，地域における多様な居場所づくりというところが１つ目に書いて

おります。２つ目には既存施設については，居場所や活動拠点としての有効活用，利用促

進を検討していきたいと思っております。 

 続きまして基本目標４になります。40 ページをお開きください。基本目標４は，地域や

福祉の担い手づくりです。この部分は，民生委員さんのアンケート，町内会長さん・自治

会長さんのアンケートの中でもかなりご意見があったところだとは思うんですけれども，

地域や福祉の担い手というのが固定化・高齢化・負担の偏り等が大きな問題となってきて

おります。地域福祉を推進する上で，担い手づくりは喫緊の課題というところがあります。

市民アンケート結果で，前回の推進協議会で報告させていただいたんですけれども，地域

での助け合いの意識に関する項目で，「関わりたくない」と回答した割合は約２％でした。

住民の生活状況やライフステージ等に配慮した具体的な活動を提案すること等で，若い世

代も含めた多様な担い手の発掘と育成の仕組みづくりが，既存の仕組みづくりが必要だと

いうこと，それから既存の活動をつないでいく支援が必要だということが分かってきてお

ります。その部分を含めまして，４－１では上のほうに書いておりますけれども，支援す

る側と支援される側という仕組みから，地域や福祉の活動をみんなで担うという仕組みへ

の転換を図るため，地域の状況に応じた多様な人材の発掘，育成の仕組みづくりの推進を

していきたいと思っております 

 

（事務局 高知市社会福祉協議会 野村） 

 社協の取組内容としましては，活動したい意欲がある住民が選択して活動に参加できる

支援を行います。また，市，主催の養成講座で養成された人材を地域の新たな担い手とし

て地域活動につながるように支援します。また，地域活動の担い手である地区社会福祉協

議会に対しても情報交換や研修を実施することで，活動の活性化に努めます。 
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（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 その次の下の部分になります。高知市と社協の取組内容としましては，住民のボランテ

ィアとなる人材の発掘，育成とともに，ボランティアが活躍できる環境づくりを行いたい

と思います。また，３つ目に書いておりますが，地域における人材確保や育成に向けた活

動に対して，必要な情報の提供や講座・研修会等の開催支援，担い手への相談会を行いた

いと思っております。41 ページの上に高知市の部分を書いておりますが，元気な高齢者や

障害分野のケアサポーター等の社会参加にも取り組んでいきたいと思っております。 

 続きまして，42 ページの既存の活動をつないでいく支援になります。４－２では新たな

担い手につないでいくことや，同じ活動者同士のつながりを作っていくことで，既存の活

動を活性化させ，継続支援をしていくことについての対応をしております。 

 

（事務局 高知市社会福祉協議会 野村） 

 社協の取組内容としましては，福祉委員，気くばりさん等に対して研修会や交流会を行

うことで，さらなる地域福祉への意識醸成を行います。また，楽しくボランティア活動が

できるように，興味のある活動を選び，つながる支援をします。そして，地域内の既存の

活動を整備して，住民同士の助け合いでの解決に向けた支援を行います。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 43 ページのほうで，高知市と社協との取組内容について載せてもらっております。１つ

目としましては，担い手が抱える課題等を把握・共有し，解決策を検討する場や仕組みづ

くりをしていきたいと思っております。 

 ３つ目，４つ目に書いておりますが，担い手間で活動に関する情報交換や共有を進め，

互いに交流を図ることができる場や機会を提供したいと思っております。また，住民の担

い手への理解や認識の醸成を行っていきたいと思っております。 

 最後に，高知市として書いておりますのが，民生委員・児童委員の確保，業務の負担軽

減などに向けた検討や支援を行いたいと思っております。 

 続きまして，44 ページ，基本目標５になります。こちらが最後の３つ目の重点基本目標

となっております。つながりのある相談支援体制の構築というタイトルになっております

が，支援が必要な人の増加とともに，公的サービスの対象とならない制度のはざまにある

人というのが，先ほど川田の方の報告のほうでもあったと思います。個々の相談支援機関

では対応できない複合的な課題を抱える世帯・人などへの対応が大きな課題となっており

ますので，５－１のほうに記載しておりますように，住民主体の多様な地域福祉活動を促

進し，支援が必要な人を，潜在化する様々な課題の早期発見と適切な専門機関等へのつな

ぎを目指したいと思っております。また，相談窓口など相談機能の充実を図りたいと思っ

ております。 
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（事務局 高知市社会福祉協議会 野村） 

 社協の取組内容としましては，様々な世代が交流することで日常的なつながりを作り，

見守り活動につながる支援をします。そして，連携による早期発見，早期解決を目指しま

す。また，生活困窮者への支援では，さらにアウトリーチの強化による早期発見に努めま

す。判断能力が不十分な方に対しては，各制度によって権利を守ることができるように支

援をします。また，頼れる親族がいない方に対しては，将来を一緒に考えて伴走的な支援

を行います。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 45 ページ，高知市のほうの取組としましては，３つ記載しております。１つ目，様々な

分野の相談窓口について，多様化・複雑化する相談内容に対応ができるよう，相談支援機

能を充実させていきたいと思っております。また，２番目，３番目に書いておりますが，

生活困窮者自立支援法に基づいた支援や，高齢者や障害者，子供等の権利擁護の支援に向

けた取組を進めていきたいと思っております。 

 次に，48 ページ，５－２になります。５－２の上のほうに記載しておりますけれども，

制度のはざまや複合的な課題などに対応できるよう，相談窓口・相談支援機関での他分野

との連携や協働に向けたネットワークの構築・強化を図りたいと思っております。また，

分野横断型の連携・協働の場や仕組みづくりを進めることで，総合的かつ包括的な相談支

援体制の構築と強化を目指したいと思っております。 

 

（事務局 高知市社会福祉協議会 野村） 

 社協の取組内容としましては，いわゆるはざまの問題や複合的な課題を持つ方に対して，

様々な専門機関と協働することで連携を深めます。 

また，生活困窮者の支援では，民間企業や社会福祉法人，関係機関とのさらなる連携に

よって支援を拡充します。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 一番最後の高知市としましては，１つ目，専門職や地域の担い手などの連携や協働を通

して，課題解決に向けたネットワークの構築・強化を図りたいと思います。２つ目としま

して，制度のはざまや複合的な課題等について，多様な分野の相談窓口や相談支援機関が

連携・協働しながら対応できるような協議の場づくり等を進めていきたいと思っておりま

す。 

 続きまして，50 ページ，基本目標６になります。基本目標６につきましては，安全・安

心につながる環境づくりとなっております。この基本目標の設定の部分につきましては，

年齢や障害の有無などにかかわらず，住民一人一人が安全に安心して暮らせる環境という

のが，地域福祉の推進を下支えする重要な要素となってくることから，また住民の災害時
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対応への不安は大きく，前回の協議会のアンケートでもあったんですけれども，地域で欲

しい手助けとして，高知市民の約５割が災害時の手助けと回答していた結果がありました。

６－１では，上のほうに書いておりますけれども，要約しますと，公共施設や交通機関，

道路等においてのバリアフリー化やユニバーサルデザインのまちづくり，日々の生活に配

慮した移動等の円滑化や交通環境，良好な住環境の整備への取組について記載しておりま

す。 

 

（事務局 高知市社会福祉協議会 野村） 

 社協の取組内容としましては，例えば，学習会などに子供と一緒に参加しづらいと思わ

れている方に，託児機能を組み合わせることによって，参加しやすい環境づくりなどを行

います。また，春野でも実際実施されております介護支援の取組のように，生活や移動に

困っている住民の方への支援を検討いたします。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 その下の高知市の取組としましては，高齢者保健福祉計画，障害者計画等にも記載して

おります移動や居住に関する取組等を進めていきたいと思っております。 

 次に，52 ページになります。６－２になります。６－２では，防災に対する意識醸成や

地域の防災力の向上とともに，災害時に支援が必要な人への支援体制づくりや防災対策の

充実について記載しております。 

 

（事務局 高知市社会福祉協議会 野村） 

 社協の取組内容としましては，大規模災害に備えて，災害対策について具体的に住民，

市と話合いを進めていきます。また，災害ボランティアセンターの設置・運営に向けて，

平時からの住民と企業や専門機関と模擬訓練などを行いながら，関係づくりをします。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 その下の社協と市の取組としましては，協議会の中で委員の方からもご意見をいただい

たんですけれども，防災と福祉の一体的な取組を進めていきたいというところで記載をさ

せていただいております。また，その下の高知市の取組としましては，高知市地域防災計

画に基づく要配慮者対策や自主防災組織への支援等を進めていきたいと思っております。 

 次に，最後になります。54 ページをお開きください。基本目標７になります。地域共生

社会の実現のための体制基盤強化となります。こちらは第１期地域福祉医療活動推進計画

を策定後，高知市社会福祉協議会相互の情報共有と提携を推進してきたという経過につき

ましては，１回目の推進協議会で報告させていただいたんですけれども，次期計画におい

ても地域共生社会の実現に向け，住民同士の支え合い，助け合いの仕組みづくりを支援す

るために，市と市社協の体制基盤を強化していきたいと思っております。 
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（事務局 高知市社会福祉協議会 野村） 

 社協の取組内容としましては，いわゆる制度のはざまの問題や複合的な課題の解決に組

織として取り組み，生活困窮者や判断能力が不十分な方に対しての支援を行います。そし

て，相談先として住民や専門機関などに社協を知ってもらえるように，様々な機会や手段

を通じて啓発を行います。さらに，ボランティア活動を推進することで，地域活動の活性

化とともに，社協を知ってもらう機会になるように取り組みます。また，地域活動の原資

として共同募金やファンドレイジングを推進し，住民や企業などが寄附によって地域活動

に参加できる意識醸成を行います。また，地域の重要な担い手として，地区社会福祉協議

会や高知市社会福祉法人連絡協議会の活動，運営支援を行います。さらに，地域福祉コー

ディネーターの配置，職員のスキルアップを目的とした計画的な研修体制，キャリアパス

の整備，そして部門間連携のさらなる強化を行います。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 最後になります。高知市としましては，第１期計画の中間評価後に特に取組を進めてき

ております。１つ目に書いております市職員の意識改革と全庁的に地域福祉を推進してい

くための体制づくりを行っていきます。２つ目に社協に対する財政的・人的支援の継続と

協働体制の強化をしていきたいと思っております。そのほか，民生委員さんや，それから

社協，それから高知市，それぞれの３者での情報共有及び連携を深め，協働して地域福祉

の推進をしていきたいと思っております。 

 以上が事務局からの次期計画素案の報告となりますが，本日，報告させていただいた第

１章，第３章，第４章につきましては，現時点で確定したものではなく，事務局からの案

として報告させていただき，委員の皆様からご意見をいただいた上で加筆修正を行い，最

終的に第４回推進協議会で素案として確定していきたいと思っております。皆様からの率

直なご意見をいただければと思っておりますので，よろしくお願いいたします。 

 

（玉里会長） 

 はい。ありがとうございました。 

事務局のほうからのご報告で予定では，ここで一旦休憩ということなんですが，今お聞

きした中で休憩時間にもちょっとどこを質問するかなどお考えいただいたらと思いますけ

れども，特に何か分からないというか，ここはちょっともう一度聞きたいとか，下の部分

が見にくい，分からないとか，何か形式的なところなんかでご質問があれば，先に受け付

けたいと思いますが，いかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。多分，内容についてはいろいろあろうかとは思いますので，事務

局案としましては，ここで休憩すると忘れてしまう。そんなことはないです。まだ休憩要

らないような気もしますが，後が長いですので。それでは予定どおり，ここで一旦休憩を

挟むということにいたします。10 分休憩といたします。今，７時 15 分ですので，25 分再
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開ですか。７時 25分再開で行います。これまでの会議でもご発言いただきましたことが反

映されておりまして，今回このような形で素案という形で出ております。メーンは今，ご

報告がありました第４章のところになろうかと思いますけれども，あと，それぞれのお立

場から記述内容等についてのご質問，本当いただければと思っておりますので，休み時間

などにまた考えておいていただければと思います。どうぞ，よろしくお願いします。 

 それでは，10 分間の休憩にいたします。 

 

（休憩） 

 

（玉里会長） 

 はい，それでは所定の予定の 25分になりましたので，ここから協議に入りたいと思いま

す。いつもは時間がなくて，１人１回の発言など，ちょっとこちらでコントロールさせて

いただいたりしてたんですが，今日はせっかくこのような素案というか，出てきておりま

して，委員の皆様に非常に多くお集まりいただいております。１時間程度時間がございま

す。何度でもご発言いただいてもいいんじゃないかなというふうに思っておりますので，

どうぞよろしくお願いします。一応，どこからでもと言いますと分厚い資料ですので，い

つもこの辺りでいかがですかとか進行しますが，あらら思い出した，思い出したというこ

とで，また前に戻ったりとか，あるいはちょっとこういうことも言っておきたいことが出

たけどということで割り込んでいただいても構いませんので，どうぞよろしくお願いいた

します。 

 それでは，まずは全体というのはやりにくいかも知れませんけど，形式的なとことか，

読みものとしてというか，こういった計画が出てきたんですが，皆さんどうでしたですか

ね。読みやすかったなとか，あるいは今ご説明を受けながらということでしたけれども，

何かこの辺りが足りないのではないかなとか，もっと明確に課題がはっきりするような書

き方があるんではないかとかそういったところから行きましょうか。 

 

（島元委員） 

 島元でございます。 

 １ページの大きな問題ですけど，中ほどの 8050 の問題，ダブルケアの問題，ここでは，

これにはない 2025 年問題ですね。団塊の世代が後期高齢になる。超高齢化社会になってい

きますけど，ここに書いてあるように非常に深刻な社会問題でございますけど，この３つ

の大きな対応に対して何かもっと掘り下げて研究する必要があるんではないか。どう対応

していくかという部分の文言ももっとこう書いてはいいんじゃないかということを感じま

した。 
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（玉里会長） 

 ありがとうございます。１つずつお答えいただくのはあれなんですが，何かありました

ら分かりましたということになるかも知れませんけれども，何かございますか。 

 

（西村委員） 

 すみません。 

 

（玉里会長） 

 はい，では。 

 

（西村委員） 

 計画を事前にも読ませていただいて，すごくいいものができたなという印象です。そこ

でちょっといいものができたなと思う印象とともに，こういうのがあったらかなり更に良

くなるんじゃないかなということを思ったことを発言させていただきたいと思います。各

基本目標があってそれぞれ目標に向かって推進することを記述いただいたんですけどこの

記述するに当たって，今，高知市民の状況はどうなのか。この間アンケート調査をやりま

した。そういったどういうことが課題であるのか。この課題を１行でも２行でも書いてい

けば市民の側に立った地域福祉計画っていうふうに移っていくんじゃないかなというふう

な印象です。 

 それと，あと今１ページ。１ページにもあります地域福祉をめぐる現状で非常に厳しい

現状も挙げられているわけです。そういった現状も踏まえて，各目標のところにまず最初

に課題的なことを１行でも２行でもいいから書いて，その課題に向けてこのような施策を

行っていきますといったほうが市民の側に立った地域福祉計画になるんじゃないかな。そ

んな印象を持ちました。 

 以上です。 

 

（玉里会長） 

 ありがとうございます。ここにつきましては私も意見あるんですけど，まず何か。川田

さん。 

 

（事務局 健康福祉総務課 川田） 

 健康福祉総務課の川田です。 

 ご意見ありがとうございます。まず最初に，2025 問題と 8050 ダブルケア等への対応につ

いての具体的にというご意見がありましたが，この後，第５章に書き込む予定にもなって

おります高知市地域力強化と多機関協働の取組をちょっと具体的に変えていかなきゃなら

ないかなと思っているんですが，そういった取組の中で，こういうはざまの課題等の対応
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を少し方向性が出てくるような形にはなっておりますが，またちょっと事務局のほうで検

討してどういった形で盛り込めるのか，またご相談させていただきながらちょっと考えて

いきたいと思っております。 

 また，先ほどご質問いただきました基本目標ごとに何か現状への課題等が載せていただ

いたほうが分かりやすいというようなことだったと思いますが，第２章のほうにアンケー

ト調査等の結果は載せていることにはしております。ただ，離れておりますので，見たと

きにちょっと分かりにくいというご意見は他の方からもお伺いしておりますので，少しど

ういった形になるかは分かりませんが，箇条書き等とかいう形でも目標ごとにちょっと考

えていきたいなとはまた事務局のほうで思っておりますので，よろしくお願いします。 

 

（玉里会長） 

 ありがとうございました。8050 ダブルケアなど，現代的な全国的に見られるような特徴，

社会背景のようなものの少しちょっと解説的なところとか，あるいは高知市地域福祉活動

推進計画ですので，高知市の地域特性とかアンケートから見られる課題，特に他の市町村

ではなくて高知市に見られる問題はここなのだというところがアンケートや座談会もされ

ているということですので，明確に分かってくる。その中での推進計画というような形に

していただければということで休み時間も話していたことでございました。 

 あと，私もそれに付け加えてたんですが，例えば「ほおっちょけん」というのが何回も

出てきますけど，これまでに取り組まれてきたことがあるわけです。一定の成果というの

はあるんですが，どうしてもこういうふうに書いてしまうと。例えば，「ほおっちょけん」

の気持ちを啓発しますというふうになっているわけですが，これまでも取り組まれてきた

ことは取り組まれてきたので，例えばコラムのように書かれるとか一定の達成はここまで

はしているんだけれども，今後はこのように抜けていくんだというような書き振りにしな

いと少しもったいないかなというか，何か全てがまた一から始めますではなくって，どう

いうふうに問題があり，課題があり，何を継続し，どこを発展させるのかというような教

え方をするといいのではないかなというふうに思いましたので，付け加えさせていただき

ます。 

はい，ありがとうございました。そのほか，皆さんいかがでしょうか。 

 

（長尾委員） 

 ちょっと伺います。 

 

（玉里会長） 

 はい，長尾さん。 
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（長尾委員） 

ちょっと事務局が先ほど言いました休憩中に。委員さんの共通の意識を持っていただき

たいと思って一言，小さいことですが，23 ページに２番目の地域組織団体の中に町内会・

自治会という項目がございまして，また 24ページの頭に冒頭に町内会・自治会というのが

あります。25 ページの市の役割分担のところに，①に地域内連携協議会から始まって自主

防災組織と書いてますけど，私のほうは，連合会の会長の長尾でございます。 

 一般的には，単位町内会・自治会というのが我々一般的に言っておるんですが，それが

入っておりません。私の認識のある中では全部入っておりますけんど，市のほうから金銭

的な支援がございますが，単位町内会・自治会は支援はございません。そういう意味で，

町内会・自治会がのいちゅうか，そういう意味ではないということであればちょっと説明

していただきたいと思います。 

 

（玉里会長） 

 よろしくお願いします。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 すみません。健康福祉総務課，朝比奈と申します。 

 今回この原稿を作るときに，高知市で今現在，補助金だとかいろんな支援というところ

のいろんな内容があると思うんですけれども，それらが行われているところ町内の関係機

関に調査をさせていただきまして書かせてもらったんですけれども，今，長尾委員さんか

らご意見がありましたように単位町内会・自治会等への市としての助成的なもの支援的な

ものが今，大きくないということがありましたので，そのことで連合会のほうの支援はあ

るんですけれども，定期的に電気代だとか LED だとかそういったものしか今ないというと

ころがありましたので，記載の中からこの中で書かれていないというところでの表記にな

っております。 

 

（長尾委員） 

 はい，で，委員さんの共通認識の中，していただきたいのは，町内会・自治会を入って

ない。そのままでいいかどうかですね，ちょっとご検討をお願いしたいんですが。 

 

（玉里会長） 

 そんな感じですね。委員さんにお聞きすればいいですね。 

委員の皆さん，今，長尾委員のほうからご意見がございましたけれども，単位町内会・

自治会も入っていないということなんですけれども，これは。 
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（石橋委員） 

 何言ってもいいですかね。最初からちょっとそしたら。まず，８ページの健康づくり計

画から。 

 

（玉里会長） 

 ごめんなさい。ちょっと待ってくださいね。 

 

（石橋委員） 

 違うの。 

 

（玉里会長） 

25 ページなんですけれども，ちょっとこの問題。25 ページ。 

 

（石橋委員） 

 25 ページ。 

 

（長尾委員） 

 ①に載っておる，これが。 

 

（玉里会長） 

 ちょっと①のほうに入っていないということで。 

 

（長尾委員） 

 これでいいかどうかですよね。みんな委員さん，共通認識。 

 

（玉里会長） 

 これも初めの文言，初めの文章のほうには入っておるんですけれども，後ろは入ってい

ないということで，これは事務局的には入れていくということで構わないんではないかと

いうことなんですけど。表現をそろえるというか。 

 

（事務局 地域コミュニティ推進課 藤原） 

 すみません。地域コミュニティ推進課の藤原と申します。 

 先ほど朝比奈さんのほうからちょっとご説明があり，単純に金銭的な支援がないという

ところでのけてはいるんですけれど，金銭的以外のいろいろ相談事であったりとかそうい

うことについての町内会・自治会のお困り事なんかについては引き続き地域コミュニティ

推進課のほうでも支援をしていったりとかいうことはありますので，そういう意味で言え
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ばこちらのほうに記載をしても。 

 

（玉里会長） 

 差し支えはないということよね。 

 

（事務局 地域コミュニティ推進課 藤原） 

 差し支えはないです。はい。 

 

（玉里会長） 

 と思います。それでよろしいでしょうかね。 

 

（長尾委員） 

 いえ。これに町内会・自治会が入れてくれるということですか。 

 

（事務局 地域コミュニティ推進課 藤原） 

 はい。 

 

（長尾委員） 

 なら。 

 

（事務局 地域コミュニティ推進課 藤原） 

こちら，基本目標の文言のほうに入ってるんですけれども，市のほうの入っていない理

由として，助成の有無のことがあったのでということですけれども，助言や支援について

は変わらずにしていくということですので，そこはそろえていただくという形で。 

 

（石橋委員） 

 ごめんなさい。僕ちょっと他のこと考えてましたので。 

 

（玉里会長） 

 いえいえ。そしたら石橋さん。 

 

（石橋委員） 

 今の話なんですけれど，例えば小地域，いわゆる町内会単位での取組というのはこれ小

地域でのいろんな取組がございますよね。それはそれでいいですけれど，やっぱり町内会

の中には小さな町内会，まあ一宮で言えば，いつも言いますけれど，５軒の５世帯の町内

会というのがあるわけですよ。あるいは二十幾つの町内会です。やっぱり１つの小学校校
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区で見る。その中で全体の町内会が抱えてる問題を考えるときには，連合組織というのは

大事になってくる。一宮，久重地区で言えば，町内会というのは１つなんですけれど，こ

れは連合会は１つなんですけど，やっぱりもっとこう，ちょっと小さい単位で考えていく

必要があるかな。そういった取組の中に組み込んでいくことも大事なんではないかなとい

うふうには思いますけど。 

 

（玉里会長） 

 ありがとうございます。私もそれは感じました。28 ページに公助のところの社協と市で，

まずは小地域。それと，地域の概念図がございましたけれども，第１章のところでしたで

しょうか。小地域圏域，中地域圏域，ブロック圏域，高知市全域で見ていくということで，

小地域を超えて中地域等で地域課題，地域生活課題について話し合う場を拡充しますと書

かれているんですけれども，具体的にはどのようにされるのかなとか，小地域でできない

場合，中地域で話し合っていかねばならない。ここが今ご指摘のありました小地域が非常

に小さくなってしまった場合は，どういうふうに地域と地域を統合するかとか，連携する

かとか，そういうことも課題になるんだろうということですけれども，この３にそれが 28

ページの公助，社協，市の③に入ってくるのではないかなと思います。ただ，これが具体

的にどのようにするのかということについては私もまだクエスチョンだなというふうに印

は付けましたけれども，その重要性についてはここに書かれていくのではないかなと見て

いるところです。ただ，連合会うんぬんという名称とか，その辺についてどのように入る

のかということになりましたら，具体的に少しご提案等もいただければというふうに思い

ますが，いかがでしょうか。どこか具体的に入れる場所を。 

 

（石橋委員） 

 まずちょっといろいろ僕も考えてたんですけど，８ページをめくっていただきまして，

健康づくり計画とありますね。これはやっぱり具体的にもう進めていく必要があるってい

うふうに思います。いきいき百歳体操，いろんな取組をされてるんですけれど，それだけ

じゃなしに，例えばそれと組み合わせたいきいき百歳体操も１つの居場所ではあるし，あ

るいはラジオ体操なんかでもそういう居場所であるんです。その後で例えば，一緒にウォ

ーキングをするっていう，そういう複合的な健康っていう問題もやっぱり中に入れておく

必要があるかなっていうふうに思います。それと同時に，例えば町内会の役員さんにして

も，あるいは民生委員さんにしても，やっぱり地域を支えていくメンバー，この方々が本

来不健康であれば支え切れないんですよね。したがいまして，そういう方々の健康づくり

運動，これも非常に大事になってくるんではないかな。できればそういった問題も盛り込

んでおいていただきたいということと，15 ページの高知市関係部局がつながるっていうこ

とで書いてる。全庁的な取組で包括的に支援体制づくりをしていこうっていう話ですから，

具体的にやっぱり関係部局。関係部局っていうのは，恐らくこれ技術職関係以外除いたら
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全部がこれつながなきゃならんということになるんだろうと，こう思いますけれど。だか

らそれからやっぱり本当にできるのかどうかっていうところの問題がある。だから具体的

にできるような形で庁内をまとめていただきたいなというのが意見でございます。 

 それと基本目標からずっと言ってよろしいですか。 

 

（玉里会長） 

 はい。 

 

（石橋委員） 

基本目標の１，地域共生社会の実現に向けたということで，もともと地域福祉計画って

いうのは，当事者福祉が中心になっていってやっていた。その中で障害福祉があって，子

育てが入って，それから生活貧困，困窮者っていう問題が入ってきて。それはしかし実際

はそれぞれが縦割りになっておったわけですね。それを共生社会っていうことで一くくり

にしていくっていうことなんで，まとめていくっていうことなんでしょうけれど，その下

にはそれぞれいろんな団体があります。その団体が，行政は行政でつながることはできる

んかも分からん，医療福祉でつながることはできるかもわからんですけれど，地域ではそ

の団体と例えば町内会と障害者福祉とか，あるいは生活困窮者とか，なかなかこれつなが

りにくいんですよね。そこら辺りの問題をどうこれから前に進めていくかっていうのがや

っぱり問題があろうかと思います。地域「我が事・丸ごと」っていう，こういった問題も

ございます。前にも言いましたけれど，我が事っていうのは，例えば 30年先の子育て世代

の人たちに，30 年先のあんたの問題やと，こういうやっぱり物の考え方をきちっと伝えて

いくべきかなっていうふうに思います。基本目標に住民一人一人がっていうところ出てき

たと思います。「おたがいさま」の話で出た住民一人一人がっていう中で，これは高知市

の，いつも言いますけど，職員の皆さん方，これも住民の中に入っておるんですからね。

ということになれば，いわゆる行政の中でみんながつながっていく，組織の中でつながっ

て横串を刺していくということですから同時に住民一人一人，行政職員の皆さん方も住民

一人一人ですから，地域の中で住民と地域とが地縁組織とかいろんな団体とつながってい

る。それで支援をしているという，そういう仕組みを中にやっぱり組み込んでいかなけれ

ば本当に，これから高知市はもたないというふうには，私自身が思ってます。 

それと基本目標の３で，近所付き合いや地域のつながりの希薄化が年々進んできてる，

このとおりですね。進んできていますけど，ある意味時代に逆行した取組，これについて

本当はそれに逆行する取組をこれから進めていこうとしてるんですよね。希薄が年々進ん

でいってる，その希薄化を何とか取り戻そうよ，こういう取組を我々は進めていこうって

いうふうには思ってるんですが，これはよっぽど性根を入れていかんことには流れに流さ

れてしまうというふうに私は思います。その流れをどう乗り越えていくのかっていう，こ

こら辺りが大事な部分ではないかなっていうふうに思います。そうした本当の取組という
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のをできればお願いをしたい。中に入れていただきたいというふうに思っております。 

それと，これは５年先，６年先っていうところの計画なんだろうと思いますけど，基本

的にはこの前もちょっと言いましたけど，30 年，50 年先っていうそういう，あるいは 100

年先というのを見通しないと，なかなか難しい。例えば先のほうに一宮の久重地区の話も

しましたが，今はまだ何とか久重地区もやっていけるけれど，例えば，将来は分かりませ

んけれど，20年，30 年たったときに，果たして人口の減少，そして少子高齢化という中で

久重地区，久礼野っていうそういうところが，それでもっていくのかどうかっていう，そ

こら辺りがやっぱりこれから課題。だから将来それを見越したところで 50年，あるいは 30

年，50 年先を見越したところでの計画という，ぼやっとしたものでもいいからやっぱり中

に方針っていうものを入れておく必要があるかなというふうには僕は思います。 

あとまあいろいろ分かりますけど，基本目標，地域や福祉の担い手づくりというところ

で，若い世代も含めた多様な担い手の発掘と一連の仕組みっていうところです。後期高齢

者，いわゆる 70 歳，後期高齢者は 75 歳ということですけど，70 歳以上の年代と，僕は団

塊の世代。団塊の世代とはまたちょっと違うんですよね。団塊の世代は例えば多くは趣味

やとか，あるいは仲間やとかサークルやとかそういう中での取組っていうのはやっぱりち

ょっとかじってる。だからなかなかその世代から町内会活動を担えよと言ったって難しい

部分があるんですよね。だからそこら辺りも見越したところで考えておく必要があるんで

はないかな。若い世代はこれはアパート・マンションの方々が入ってる，今はそういう方々

が多いんですね。こうありましたように，アパート・マンションに入ってるのはうちの町

内では回覧が回らない。だから町内会はどんな活動をしてるのかって分からない。分譲住

宅，分譲マンションだったらいいんですよ。そうじゃないとこが誰も責任持って回覧を回

さないとか，全部が全部そうでもないんですけれど，大多数が回ってない。情報は伝わら

ないちゅうやっぱり問題がある。恐らく「あかるいまち」だけが行ってるんかなっていう

ような気がします。果たしてそれで地域がもっていくのかどうかと。それでもって若い世

代を組み込むことができるのかどうかっていう問題があるかというふうに，そこら辺りも

ちょっとこれから考えていかなきゃならん。次の中に組み込んでおく。先ほど言いました

ように，我が事，将来の我が事っていうことも含めたところで組み込んでいく必要がある

かなというふうに思っております。大体，こんなところです。 

 

（玉里会長） 

 ありがとうございます。 

 非常に重要なご指摘をいただきましたですけれども，実はちょっと聞いてまして。健康

づくりなどですね。高知市，いきいき百歳体操をする方もいらっしゃいますが，健康づく

りなどについての記載の面の充実を頑張っていただきたいということや，先ほど長尾さん

から流れで出ています各種の団体とのつながりですが，恐らく私が最初に言ったこととも

関わるんです。高知市の計画ですので，何も団体名を出してはいけないとかいうわけでは
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なくて，やはり高知の地域特性を踏まえたものを作っていく上ということであれば，具体

の団体さんの名前を挙げながらも，それはどういうふうなつながりができるのかという絵

を描くというか，ポンチ絵を作っていく，そういった工夫も必要なのかな，そのほうが市

民の皆さんに明確に見えやすいのかなとも思いますし。20年，30年先を見越してというこ

とですが，実はそれは先ほど私もご指摘させてもらったこれまでの成果をここにとどめて

おくというか，それを礎にしながら 10年後，20 年後どう変化していく，それをどう目標に

していくのか，新たな取組と希望というふうに書かれてるんですけれども，その辺りを記

述されていくこと，それが重要かなと思います。それから最後に出てましたマンションの

問題なんかも，これまでもこの委員会でも出ておりましたけれども，やはり都市型の悩み

といいましょうか高知市特有の地域的な悩みというものが，恐らくアンケートの中にも出

ていますので，西村委員がおっしゃいましたように，それぞれのところで少し課題として

掲げていただきながら，そういった環境の中でどう地域福祉進めるかみたいな意見いただ

ければというふうに思います。 

何か今，石橋委員のほう出てましたけれども，事務局のほうからお答えすることござい

ますでしょうか。 

 

（事務局 健康福祉総務課 大北） 

 健康福祉総務課の大北と申します。 

 非常に多岐にわたるご指摘をいただきましてありがとうございます。全てのご指摘に対

しまして，お答えできるかちょっとあれなんですけれども，まず少なくとも数十年先まで

のスパンを見渡した計画をするべきだというお話もございました。この計画につきまして

は，まず一番上に高知市総合計画というものがございますので，総合計画は 20年スパンで

まず策定をいたしますのでかなり将来にわたって，高知市に対する将来見通しに基づいて，

それを踏まえて各個別計画の上位計画というふうに，地域福祉計画が位置付けられており

ますので，まずそういったことも含めて策定をしていかなければならんと考えておるとこ

ろです。 

あと人口の見通しなどにつきましては，社人研等からやはりなかなか厳しい見通しのほ

うが示されております。単純にこれからは総数が減るといったことだけじゃなくて生産年

齢人口，いわゆる支え手が減ると，年少者も含めて。一方で高齢の方々，今までのスキー

ムでいうと支援の受け手が増えてくるといったこともありますので，委員のおっしゃると

おり，この計画の策定を考えるに当たっては，そういった先々の社会情勢を見通した前提

のもと，様々なことを考えていかなければならないと考えております。 

あとすみません，丸ごとつながっていくということで，行政もいわゆる縦割りに関する

ご指摘もあったかと思っております。この計画案の基本目標７のところです。ページ数 19

ページになりますけれども，ここの基本目標７のところで地域共生社会の実現のための体

制基盤強化ということで，市の役割強化と社協さんの役割強化ということがございます。
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ここの中の２段落目，３行目からになりますけれども，地域共生社会の実現に向けた取組

につきまして，今までは，ともすれば福祉のまちづくりといったことが言われておりまし

たけれども，福祉でまちづくりという言い方，福祉を切り口にして庁内の部局横断的な産

業・環境・教育と例示しておりますけれども，総合的なまちづくりを推進していくといっ

たことが新たに示されておりますので，なかなか委員もおっしゃったとおり，今まで個別

分野ごとの制度ごとに，公的な支援サービスを含めて役所の組織等も発達してきたわけで

ございますけれども，やはりそこから脱却をしていかなければならないといったことがご

ざいますので，なかなか一朝一夕にというわけにはいきませんけども，息の長い取組が必

要になってまいります。まずそういった取組に向けまして 31 年度，市役所の組織の機構も

31 年度から皮切りに，一定その支援の包括化とかそういったことも念頭に，段階的に体制

の強化を行っていくといったことも具体的な検討が進められておりますので，なかなかす

ぐにというわけではございませんけれども，やはりそういった縦割りからの脱却というの

はこれから必要になってくると思ってます。 

以上です。 

 

（玉里会長） 

 ありがとうございました。それでは他の委員さんも。 

 どうぞ，川﨑委員。 

 

（川﨑委員） 

 地区社会福祉協議会連合会の川﨑でございます。 

 ３点ほどちょっと確認させていただきたいんですが。まず，21 ページに今後の５～６年

間の指標，目標が載ってるんですけれども，この中の基本目標６，ここの指標や取組内容

等が省略されているんですが，この理由についてご説明をお願いしたいと思います。 

 それから２点目は，24 ページの基本目標１－１，ここの中の自助に関する住民の期待さ

れる役割，取組の内容なんですけれども，ここには「挨拶や声掛け，見守り等を行って，

つながりのある住民が住み続けたい地域づくりに取り組みます」というふうに書いてある

んですけれども，次の項目も含めまして，これはむしろ共助のための役割を書いてあるよ

うな気がするんです。むしろ，自助の欄に書く内容としては，住民が自分で解決をしても

らわなきゃいけないということでしょうから，例えば，いきいき百歳体操に積極的に出る

とか，あるいは健診をきちっと受診するとか，あるいは防災避難訓練に参加するとか，あ

るいは家庭内の話合いを徹底するとかいう，正に自助努力，これが取組内容になるんじゃ

ないかという気がしました。というのは，３ページに自助・共助・公助の図がございます

よね。この図ではそういうふうになっているんですけどね。したがって，共助のためには

先ほどの，24 ページの自助の欄に書いてあるような声掛け，見守り等を続けていく，そう

いった取組が必要になると思います。自助の欄にこういう取組目標や，取組内容を書いて
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も，住民は何も動かないと思います。どうやってこれをやってもらうかという次の話が出

てこないと，こういう役割は果たせないと思います。つまり共助の欄でこういった取組は

書くべきじゃないかという気がしました。 

 それともう１点，52 ページ，災害時対策の充実がございます。これは先ほどの指標がな

かった部分がございましたが，そことも関連してくる内容になるんじゃないかと思うんで

す。災害時対策として災害時に要支援者の避難行動を支援していかなきゃいけないわけで

すが，災害時の避難行動要支援者の名簿は 11 月の上旬に，高知市内 27 地区の名簿が出来

上がって，民生委員・児童委員にも一応提供されたという状況になっています。この名簿

ができても，その地区にどういう避難行動の要支援者がいるかというのは把握できるんで

すけれども，防災計画の中では，どうやってそれを避難させるかという，つまり，避難の

ための個別計画を作るというところが最終目標となります。個別計画ができないと，避難

する人の名簿だけあっても何にもならんわけですよね。個別計画をきちっと作って，避難

行動要支援者が災害時に本当に安全に避難できるようなところまで持っていくのを目標に

すべきじゃないかなという気がしました。公助の中の①に高知市地域防災計画に基づいて

要配慮者対策を始めとする様々な施策を地域と協議して進めていきますとなってるんです

が，これをもう一歩進めて具体化して，避難行動要支援者のための個別計画にどうつなげ

ていくのかを明確にするべきだと思います。名簿は 11月上旬に民生委員・児童委員協議会

のほうに開示・提供されましたが，これだけでは何にも進まないんです。つまり，各地区

の町内会，それから防災会，市町村含んだその他等々と連携しなきゃ個別計画というのは

作り上げられないんです。ところが，この連携を一つの組織だけで進めるというのは難し

いのが実態なんです。したがいまして，この公助なりのところで具体的にそれを進められ

るような，そういった支援・サポートをしていくというのをこの対策の中で，もう少し具

体化して入れていただくと有り難いんですけれども。 

以上３点でございます。 

 

（玉里会長） 

 はい。３点ご指摘いただきましたですね。基本目標６のところの斜線なんていうところ

はどうするかということと，自助の定義付けですね。それと災害個別計画，災害時の個別

計画どういうふうにという，その３点よろしくお願いします。 

 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 健康福祉総務課，朝比奈と申します。 

 まず，１点目のご質問についてお答えさせていただきます。６番目のところの指標につ

いて省略させていただいておりますのが，実はこの計画以外にも高知市の総合計画，第３

次実施計画や高知市強靭化計画，それからアクションプラン等，他の計画で指標のほうが
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管理されてる部分がありますので，こちらのほうでの指標のほうはこちらの別の計画のほ

うでも動いていっておりますので，省略をさせていただいたというところで，斜線を引か

せていただいてもらっているところにはあります。 

 

（事務局 健康福祉総務課 川田） 

 健康福祉総務課の川田です。 

 ２点目のご質問ですけれども，自助の部分ですが，ご指摘のとおり少し３ページのほう

のイメージ図のほうを見ましても，少し書いておりますので，ちょっとそこら辺をもう少

し次回に向けて整理をさせていただきたいと思っております。 

 

（事務局 健康福祉総務課 朝比奈） 

 追加になりますが，今回，この１－１のところになぜ声掛けだとか見守りという言葉を

自助のところに入れたかといいますと，前回の協議会で報告させていただきました市民ア

ンケートで声掛け，見守りだったら，どんないろんな方のバックがある方でも，その部分

であれば協力ができそうだというご意見が一番多かったところもありまして，見守り，声

掛けけというところであれば，市民の方が自助としてもやりやすいとこがあるのかなとい

うところもありまして記載させてもらったんですけれども，また内容としましては，また

事務局のほうで検討させていただきまして，委員の方々からいただきました記載内容等に

ついても，また詳細を検討させていただきたいと思っております。 

 

（事務局 地域防災推進課 葛目） 

 地域防災推進課の葛目と申します。 

 先ほど避難行動要支援者の取組についてご意見をいただきました。お話しいただいたと

おり，名簿の提供だけでは，実際の支援の必要な方を助けることにはならないのではない

かというご指摘をいただきまして，その件につきましては，私共のほうも個別計画の策定

というところにつなげていきたいというふうに考えております。それでいったらば，高知

市のほうでこの名簿の作成というところを取り組んでみたんですけれども，今年度から本

格的に提供を始めたというところでございまして，今，名簿の提供を受け取っていただけ

るところの話し合いを進めている段階で，これを一足飛びに個別計画まで行くというのは

ちょっと難しいかなというのを感じております。と申しますのは，個別計画になりますと，

支援をされる方を誰が助けるか。要支援者，また支援をする方というようなことも入れて

の計画策定となりますので。私たちは，４月からこの仕組みを取組について説明をする中

で，地域の方から，そういうふうに助けるというところまで，自分で約束するのは難しい

かなというようなご意見もいただいたりとか，今まで防災のほうは，津波てんでんこでそ

れぞれ逃げなさいって話をしてたけど，それとはちょっと違うんじゃないかとかいうよう

なご指摘もいただきまして。もちろん分けとかないと，みんなで助かっていけないですね
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っていうふうに言っていただける地域もたくさんあったんですけれども，そういったとこ

ろ考え方について，まず皆さんのご意見をまとまりといいますか，ご意見ができてない地

域もたくさんございますので，私どもとしましては今年度，この要支援者対策の研修会な

どやっておりますけれども，研修会，各種学習会を通じる中で，今後取組が前へ進むよう

にしていきたいと。ただ，少し時間は掛かるかなというふうには思います。今，ご指摘い

ただきましたように，ここへの記載ももうちょっと書いたらいいかなというのは思います

ので，また関連部局とかとも相談して，その辺については検討したいと思います。 

 以上です。 

 

（玉里会長） 

 ありがとうございました。地域の問題がということですけれども，先ほどから将来を見

越してということですので，取り入れられるところは取り入れてというふうに伝えておき

たいと思います。 

 あと，自助・共助・公助なんですけれども，これは恐らく一般に言われる自助・共助・

公助ではなくて，この高知市版の自助・共助・公助なんだろうというふうに，私も勝手に

自分解釈して見てるんですが，例えば社会福祉協議会も共助に書いたのが多いかとは思う

んですけど，今回こちらでは公助になっております。自助は住民自身でできることで，共

助ってどうやらこの分け方は自助が住民自身でできることで，共助は地域の様々な団体や

福祉関係者が協働しながらできることで，公助の中に社協と市が入っております。一体化

して推進されるということでの解釈であろうというふうに私も思っておりまして，そうい

った意味でも，最初のところの，そこはちょっと一般的な図で自助・共助・公助。共助の

中に近隣が入っているんですけど，近隣は多分ここではもう自助のほうになっているんで

はないかというふうに，拝察しておりましてこの枠組み，もちろん内容をもう一度，委員

のご指摘のように精査するということと同時に，最初のこの３ページの図につきましても，

もう一度整理していただければよろしいかというふうに思いますので，よろしくお願いい

たします。 

 それでは東森委員。 

 

（東森委員） 

 ＮＰＯ高知市民会議の東森です。 

 私からは４点あります。まず，１点目が目次のページなんですけども，目次のページで

第１章の５番に計画策定体制ってあるんですが，第５章の「計画推進に向けて」というと

ころで，計画の推進体制，つまりこの計画はどういうふうにして推進をしていくのかとい

うのを，例えばこの１ページ，11 ページに計画策定体制というようなのが書かれてますが，

これと同じような形になるのか，推進体制というのも明記をしておいたほうがいいのでは

ないかなという提言が１つ目です。 
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 ２つ目が，今度は 21 ページの先ほどの目標の枠なんですけども，前回，2019 年の結果が

全て割合で書かれてます。パーセントで書かれてますので。それと連動すると，2024 年も

割合，パーセントで目標を設定することになろうかと思うんですが，パーセントというの

は母数が変わると，実際実数が変わってきます。今，人口減少局面においては，分母がど

んどん少なくなっていきますので，多分今のままだと割合が，このままのサービスが継続

できると，割合がきっと上がりますよね。ですので，多分，必然的に目標をちょっと高め

に設定するとか，おのずから達成できることが多いんじゃないかと思うんですけど。現場

が，例えば件数だとか人数とかで対応されてるんじゃないかなと思いますので，これ全て

割合で表現してしまうっていうやり方，統計の仕方っていうのは，何かちょっと一考の余

地はないかなというふうに思ったりします。それと連動して，2019 年の結果の欄には，こ

の割合というのは何人分の何でこの割合が出てるのかっていうことは１つ備忘録として置

いておいたほうが，今から中間振り返りでは３年後，長期では６年後なんで，６年後に６

年前のことを振り返ったときの割合を見るっていうのは，これほどつかみどころのないも

のはないのかなというふうに思います。この割合を実数にも置き換えられないかなという

ことが２つ目になります。 

 ３つ目なんですけども，３つ目は，33ページから 40ページにまたがるところで，ポイン

トとしては若者の巻き込みです。このくだりの中にも中学生や高校生がいわゆる地域福祉

に関係して体験を行っているというようなところもありましたし。それから 40ページにな

りますと，地域の担い手づくりいうところがあります。こういった観点でいきますと，そ

の 33 ページに書いてあります，かなり具体的に 33 ページは表現されていますけども，市

が取り組むこととして，②小中学校や高校において福祉教育学習や体験学習を行いますと

いったのが，いわゆる啓発の仕組みづくりの 1 つになってますが，これを担い手づくりの

プログラムとしても置くことができないのかなと。書きぶりでしたら，多分両ページにま

たがって記載をしておくということが表現上はできるかと思いますけども，実際のプログ

ラムにおいては意識を高めるというよりも，具体的に小中高校生が担い手になってもらう。

現在の高校生が，例えば来年高校生が６年後というと，二十歳近辺になってますので，ど

っか別のページにもありましたけど，二十歳以上を対象するというところがありましたの

で，社会でデビューするという意味においては，この小中高校生を担い手として考えたと

きに，40 ページのほうで何か具体的に表現する計画がないかどうかというところが１つあ

ります。 

 最後に，先ほどちょっとちらっと別の委員さんからの質問でも出てましたけども，全て

のページにまたがって似たような表現でちょっと言い回しが違ってたりするようなことで，

もう一つ代表的なのが，ＮＰＯとＮＰＯ法人というのがありまして，25 ページご覧いただ

きますと，25ページの上段に①の地域におけるボランティアやＮＰＯってあるんですけど，

実はボランティアっていうのは，これボランティア団体としたら，ＮＰＯの１つがボラン

ティア団体になるので，これ「や」ではなくて，もし団体を指すならば，ＮＰＯ（ボラン
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ティアなど）とかいうふうになろうかと思います。これ，ボランティア個人のことを指し

てるのか，団体のことを指してるのか，ちょっとこの辺に曖昧性があってですね。それと

同じように 42ページをもっと見てみますと，公助の社協の欄に今度は団体と法人という言

葉が付いてきてまして，先ほどはボランティアやＮＰＯになってたんですけども，今度は

団体と法人というふうになってますので，ちょっとこの辺，混乱を生むかなというふうに

思います。これと同じようなもので，地域福祉コーディネーターと生活支援コーディネー

ター，この２つのコーディネーターというのが出てますけど，専門職の方が見ると明らか

な役割の違いというのは分かるかもしれませんが，もしこれをサービスの従事者の市民の

方が見たときに，この２つは何が違うのというふうに混同されてしまったりもするかもし

れませんので，用語解説のページが設けられるようなので，そういうところで解説をする

のと，ページをまたがって似たような表現が出てくるときの言葉の定義は統一をしておい

たほうがいいのではないかなというふうに思いました。 

 以上の４点です。 

 

（玉里会長） 

 はい。ありがとうございました。 

 今のはご指摘いただいたという形でよろしいでしょうか。何かお答えいただくことは，

もっと何かあればということで。 

 

（東森委員） 

 数字目標のところの割合とか。 

 

（玉里会長） 

 はい。よろしくお願いします。 

 

（事務局 健康福祉総務課 大北） 

 ご意見ありがとうございます。健康福祉総務課の大北でございます。 

４点ご指摘をいただきまして，この策定体制，推進体制。そういった部分も含めまして，

すいません。ちょっと重複の表現があるなといった状態で，本日，委員の皆様にお諮りし

てることについては申し訳ない，ご容赦願いたいと思います。 

 東森委員のご指摘も踏まえまして，継続的に事務局でも見直しも図ってもいきたいと考

えております。数値目標に関しましても，パーセンテージだけではなくて，分母分子のほ

うを併記するといったことも対応してまいりたいと思いますし，若者の巻き込みの部分で

１つの取組が複数の部分に反映されることにつきましては，そういったことも踏まえて，

対応の見直しも図っていきたいと考えております。 

 あとは，地域福祉コーディネーターと生活支援コーディネーターのご指摘もございまし
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た。余り正確性を期せば期すほど，これが一方で住民の皆さんから見た場合に分かりにく

いという相関関係があると思いますので，その辺のバランスをどうとっていくかといった

部分，課題になりますので，東森委員のご指摘も踏まえて，ちょっと見直しのほう図って

まいりたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

 

（玉里会長） 

 ありがとうございました。 

 ちょっと委員さんマイクが回ってますが，ちょっとこっちが熱くなってきました。こち

らのほう。 

 委員さん，はいどうぞ山下さん。 

 

（山下委員） 

 公募委員の山下でございます。 

 私のほうから何点かちょっと発言をさせていただきたいと思いますが，一市民の絡みで，

基本目標に挙げていただいてるところの実はこの表がありますけども，自助・共助・公助，

住民と団体と社協。その上に分担と期待される役割というところがあって，ということで

ちょっと個人的というかすごく違和感を感じるところがあって，その分担。例えば，自助

のところで住民が基本目標１－１であれば地域の声掛け等々の取組は，という文言があっ

て，それが期待される役割の分担ということであれば，基本的にはこの住民がやるという

ことは，あくまでやる気のある方が他の住民をも巻き込んで，地域を作っていくというこ

とであれば，最初から分担ということで決めて書いていくと，それは住民が特定のまず一

所懸命やりましょうという先駆けの人がやらなければいけないという義務ということにな

るんでしょうか。ちょっとそこの分担という言葉にちょっと私としては，違和感が感じる

ところなので，ちょっともう１つ欲しい。違う表現があれば。ちょっと細かいようだけれ

ども，この辺りの文言。分担であるとか，期待される役割。もう少し考えていただければ，

というふうに考えております。 

 次，２点目については，今までお話の中で出てきましたけど，町内会というところにつ

いて，いろんな大なり小なり町内会があるというところで，アパートであったりマンショ

ンのところで，町内会報が行き届かなかったりするというところも含めて，例えば，我々

でも住んでる所なかなか，その地域ごとによっては新しい子育て世帯の方がどんどん移り

住んでいく。例えば，南海トラフ地震があって，津波が来ない地域，西部地域のほうに今

若い子育て世帯の方がすごく移っているという状況の中で，その世帯の方々がそのもとも

とある町内会の活動になかなか加われない実態があると。その中で，ある地域では，若い

世帯が自分たちで町内会を作って，例えば，不燃物の収集を行政にお願いしようかという

ところの動きも，実際，耳に届いているわけなんですけども。もともとある町内会に，新
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たな町内会をつくるとなれば，この最初のページで言われてたように，地域の宝というと

ころというのが，なかなか発揮しにくくなるといいますか。地域の活動がかなり効率が悪

くなるというところがありますので，そういう新興というか，新しい住宅に移り住んでい

った方々が，どこに向けて困り事を言えばいいのか，言っていけばいいのか。若しくは，

その町内会の方もなかなか新しい世帯のところには，なかなか見えにくい部分もあるとは

考えられるんですけれども，横のつながりというところを，もう少し目標として明確化し

ていただけたらというふうには思うんですけれども。 

 あと１点。最後の防災のほうに１つちょっと疑問が少しありますけれども，これは要支

援者等の避難等々が終わった後，例えば，その方々が次，どこに向かうか，一般避難所で

あったり福祉避難所であったりというところに，若しくは自宅に戻ったりということにな

ると思うんですけれども，例えば，一般避難所と福祉避難所というその区別を市民の方が

どれだけ分かってるかとかというところが，今現状，例えばアンケートが採られていると

いうことであれば，ちょっと示していただければと思いますけども，なかなか一般避難所

と福祉避難所の区別がついておらなければ，当然，福祉避難所にも要配慮者以外の方が避

難をしてしまって，後に一般避難所に移ってくださいというお願いをしても，なかなか移

っていただけないと。本来，福祉避難所に入るべき人がなかなか入れないというような実

態も当然考えられるわけですので，そこの避難所の形態の違いというところもちょっと明

確化していただければというふうに考えております。 

 以上です。 

 

（玉里会長） 

 ３点ありましたけれども，文言の問題ですね。分担というのは，あらかじめ決まってい

るものを強制されるのではないかというようなイメージに捉えられるということと。その

団体だけではなくて，新たな団体が，新たな動き，住民のつながりの動き，それを同時に

フォローするとかということと。福祉避難所でというところの記載なんかについてはどう

されますかということだと思いますけれども。 

 お答え。あるいは。 

 

（事務局 健康福祉総務課 大北） 

 はい。健康福祉総務課長の大北でございます。 

私もまず３点目のご質問の福祉避難所についてです。これも委員おっしゃられるとおり，

ここの会議で指摘される以外に度々，当事者団体といいますか，要配慮者と呼ばれる方々

の団体から，やはり福祉避難所について，一般市民の方々にどれだけ周知が進んでいるの

かといったご指摘・ご要望もございますので，もっと福祉避難所の位置付けとか目的を，

もっと市民の方々に分かっていただく必要があるのではないかといったことも申入れがご

ざいまして，私共も必要性については認識をしているところです。どの程度ご存じですか
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といったことについて，アンケート採ったことはないですけれども，ご存じない方が多分

なかなか大半に及ぶんではないかというふうに考えております。まずは，内閣府等が示し

ておりますガイドラインや地域防災計画を踏まえまして，まずは，学校，公民館の一般避

難所と呼ばれるところに逃げていただくんですけれども，そこからやはり避難生活が長期

化してまいりますと，健康被害の懸念がある方，障害のある方や高齢者，妊産婦の方々。

そういった方々，それぞれの社会福祉施設とか，住み替えというか移っていただくという

ようなこと想定しておりますけども，なかなかこういったことは一部の人間しか知ってい

ないというのが現状で，熊本地震や東北大震災，この前の北海道の地震のときも課題にな

っていますけども，そこは必要性自体は認識しておりますので，何らかの形で周知・広報

はしていかなければならないと考えております。福祉避難所単体でというか，やはり防災

対策部の方も来ていらっしゃってますけれども，全市的な防災対策の取組の大きな流れの

中で，そういう中には福祉避難所といったところもあるといった。そういった形で広報す

ることが大事だと思ってはおります。それはそれで取り組んでいかなければなという認識

はしております。 

 

（玉里会長） 

 ありがとうございました。 

 それでは，時間も押してまいりまして，やはりちょっと何度もマイクお回しはしたかっ

たんですけれども，一度もまだご発言をされてない方もいらっしゃいますので，じゃあ渡

辺委員のほうから少しお時間いただきたいと思います。ちょっとお答えいただく時間が無

くなるかもしれませんが，ご意見よろしくお願いします。 

 

（渡辺委員） 

 すいません。保育士会の理事の渡辺です。 

保育という分野になると，どうしても福祉教育の辺りになる 32ページのところ辺りかな

あというところは思ってます。私もほおっちょけんの活動もやっておりますし，それで特

に保育所とやっぱり子供というところだけではなくて，その保護者の方というところの部

分まで，やっぱり意識付きがつながっていけばいいかなというふうに思ってまして，ここ

の 32ページの目指していただいたところで，今の場合だとそれこそ年長の園児だけに，ほ

おっちょけんの学習の活動なんかも行ってるんですけれども，ひょっともしあれでしたら，

例えば，参観日なんかを利用して，年長の子供だけではなく，保護者の方も一緒になって

こういう活動に参加できるというとやっぱり保護者の方の世代も。あるいは保育園という

のは大体 20 代，30代やっぱり若い世代だと思うんですね。そういう方がやっぱり地域にい

らっしゃるわけなんで，やはりそういうところ通じて，ちょっと子供だけではなくて，保

護者も一緒にそこの活動に参加することで，住民の意識付け辺りみたいなところにも結び

付けるんじゃないかなと思うんで，ひょっとそういうこともできるのであれば，こちらも
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ご協力したいかなというところです。 

 

（玉里会長） 

 ありがとうございました。 

 はい，三橋委員，お伺いします。 

 

（三橋委員） 

 高齢者支援センター旭出張所の三橋です。 

私の日頃の活動の中から，この計画を読ませていただいて，指摘ではないですけれども，

思ったことをちょっと３点ほど言いたいと思います。 

 まず，50 ページの基本目標６のところですけれども，高齢化が進む都市部において，デ

マンド型乗り合いタクシーというのがすごくいいなと思って，今やっぱり都市部であって

も，車を利用される高齢者の方がすごく多くなっていて，認知症高齢者の免許返納などの

問題が，すごく私の相談にもすごく多くなってきてるので，やっぱり公共交通機関の充実

を図って，免許返納を促していくとか，返納することのメリットとかいうのをもうちょっ

と進めていっていただければ，安全なまちづくりになるんじゃないかなあということを思

いました。 

 ２点目で 44ページの基本目標５のところですけれども，住民に身近な相談できる場所と

いうので高知市西部エリアでは，民間のスーパーなどを利用してサロンを行ったりとか認

知症カフェもできていますので，そういう民間スーパーさんとの共催という形で，身近に

相談できる市民の方が行ける場をもっと作っていけるようなことが今後もっとできるんじ

ゃないかなと思いましたので，そういうことも目標の中に入れていったらいいなと思いま

した。 

 ３点目で 31ページの学校とか保育の場面での学習の機会ですけれども，今日も小学校で

認知症サポーター養成講座をやったんですけど，認知症サポーターステップアップ講座と

いうのを受けた方が，その劇に参加してくれたりとか，すごく啓発の場の担い手になって

くれているので，今後もそういうふうな役割の活用をできていけるんじゃないかなと思う

ので，ほおっちょけん学習についてもそういうふうに市民の方を巻き込んだ学習の場を持

っていけたらいいなと思いました。また障害の方が行うピアカウンセリングの場も，西部

地域で脳卒中当事者の会をやっているんですけど，すごくニーズがあって，脳卒中の方同

士だからこそ分かることとか，家族だからこそ分かることっていうのはあるんだなという

のをこの間思ったので，もっとそういうピアカウンセリングの場も作っていけたらいいな

と思いました。 

 最後に 30 ページにも書いてありますけれども，インターネットを通じて，そういう情報

を発信していくということが，すごくこの若い世代にも重要だと思うので，フェイスブッ

クとか，いろんなＳＮＳを活用して情報発信をもっとしていったらいいなと思いました。 
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 以上です。 

 

（玉里会長） 

 ありがとうございました。後ほど一括で事務局のほうからお答えいただきたいと思いま

すので。 

細川委員さん，何かございましたら，よろしくお願いします。 

 

（細川委員） 

 いきいき百歳応援団の細川です。 

私は大まかなところでお願いしたいと思います。この自助，共助，公助のところで，自

助に望むことを書いておられますが，やはり市民に対して「あかるいまち」と，どういう

ふうに啓蒙を，こういうことを市民に対して啓蒙していくか。有り難いことに私も民生委

員させていただいておりますので，いろんなお勉強会でこういう機会が，あと今日のよう

に機会があって，いろんなことを知るチャンスが多いんですが，一般市民の方はそういう

ことを知るチャンスがない。いかに自助の部分，これを市民の方にお願いできるか。変な

意味でお願いできるかなんですけども，考えていただけるかということを。失礼ですが，

公助，社協さん，市の方はお給料もらってこの仕事しているわけやないですか。だから一

番基本は，住民にいかに分かっていただくか。住民とともにいかに動けるかというところ

が，いろんな会したり議論を持ってきても無理だと思うんで，やはりそこな辺を，市民に

啓蒙の形を先ほど言われたようにＳＮＳとかパソコンとかも結構ですし，高齢者に対して

「あかるいまち」はあくまでお知らせですよね，大方が。そこへ，そういう啓蒙部分てい

うかこういうふうに高知市は考えてやっていきたいんで，一緒にやってくださいよみたい

なものを入れていただけないかなというふうにお願いしたいと思います。 

 

（玉里会長） 

 ありがとうございました。 

福田委員お願いします。 

 

（福田委員） 

 社会福祉法人秦ダイヤライフ福祉会の福田です。 

私のほうからこの基本目標５のところなんですけど，その目標のところで，０カ所を 40

カ所にするっていうことで書かれているんですけども「おたがいさま」「ほおっちょけん」

とか地域福祉の場を持つような機会づくりであったりとか，いろんなとこで今も相談窓口

があるんじゃないかなと思ったりするんですけど，それに基本目標５のつながりのある相

談支援体制の構築。５－１のところであったりとか，それからその５－２のところでは制

度の狭間や複合的な課題，社会福祉法人に最初から求められているところ，私はよく理解
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はしているんですけれども，制度の狭間や複合的な課題などに対応できるよう相談窓口，

これ 40 カ所作られるっていうことが私も実際，０カ所を 40 にするっていう意味のほうが

ちょっと分かりにくくって，いろんな所に相談窓口があるっていうことが知られてないの

か，改めて０から 40 にする，その意味合いをちょっと教えていただいたらいいなと思って

おります。 

 以上です。 

 

（玉里会長） 

 ありがとうございました。 

武樋委員，お願いします。 

 

（武樋委員） 

 児童家庭支援センター高知みそのの武樋と申します。よろしくお願いします。 

 児童家庭支援センターは地域の子育て支援を行っているセンターなんですが，特に生き

づらさを抱えながら子育てをされてる方の支援を行うことがとても多いです。今回これ，

いろいろ目を通させていただいたんですけども，自助のところで割と，自分で自発的にと

いうことを求められているんですけど，生きづらさを抱えてる方も高知市民の一人だと思

うんですけど，自分から発信する力の弱い方について，どのようにその自助というところ

をやっていくのかというのがすごい大きな課題やなというふうに感じました。 

 よろしくお願いします。 

 

（玉里会長） 

 それぞれ，委員さんから非常に大事なご指摘いただきました。一括になって大変申し訳

ないんですけれど，事務局のほうから，幾つかピックアップでも構いませんのでお答えい

ただけたらと思います。よろしくお願いいたします。 

 

（事務局 健康福祉総務課 大北） 

 健康福祉総務課の大北でございます。 

順番後先，逆になって申し訳ないんですけれども，まず福田委員がおっしゃいました 21

ページの数値目標，これが０から 40 ということで，現状におきましても，こういった取組

は地域地域で行われてる現状はあると思ってます。ただ我々が認識をしていないだけとい

うふうに考えておりますので，ここでいうところの何でも相談窓口といいますのは，今ま

でも説明していましたとおり，複合的で様々なお困り事を持ってる地域住民の相談を一旦

受け止めていただく場といった定義でございますので，それは，現状においては行われて

いるとは思っておりますけれども，これから自主的な取組であったりとか，我々特に自主

的な取組が推進できるような環境整備をしていかなければなりませんので，そういったこ
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とによって小学校区に一つぐらいは念頭に置いておりますけれども，40 カ所を目指して進

めていこうという，そういった書き方でございます。 

 細川委員がおっしゃいました，どういったやり方で啓蒙していくのかといったことが大

事であるといったことで，正におっしゃるとおり，計画を冊子だけ作ってそれだけでは家

に帰って終わりますので地域福祉アンケートの振り返りの中でもご説明しましたとおり，

やはり，他の委員さんがおっしゃっていましたけど，特に若い方々をいかに取り込んでい

くのかといったことが大事になりますので，今まで紙を媒体とした周知とか啓発がメーン

で行われておりましたけれども，やはりこれから，さらに三橋委員おっしゃいましたＳＮ

Ｓとか，より若い方々に響くきっかけづくり，働き掛けといったものを社協さんと相談し

ながら進めていかなきゃならないというふうに思っているところでございます。 

 あと，三橋委員さんおっしゃったこと，特に４点目のＳＮＳにつきましては，今，細川

委員にお答えしたとおりでございますので，皆さんからいただきました，ご要望ご指摘を

踏まえまして，これからも進めていかなければならないと考えております。 

 以上でございます。 

 

（玉里会長） 

 ありがとうございます。 

 本日も，委員の皆さまにおかれましては熱心なご議論ありがとうございました。私も見

させていただきまして，それから委員の皆さんのご意見頂戴しまして，最後にご指摘を３

点ほどさせていただきます。 

 これまでも市役所庁内あるいは社協のほうで，この素案作られるのは大変な議論がされ

てこられたと思うんですけれども，やはりもっと高知市民の目線でということだと思いま

す。高知市民の目線に合った計画であってほしいと，日々，皆さん願っているわけで，そ

れからもっと高知市の地域特性や課題に立った計画であってほしいと。何となく絵に描い

たようなものではなくて，もっと具体なものが見たいんだというのが委員さんのご意見集

約すればなっていたのではないかと思います。それと，もっと上位計画らしくあってもい

いのではないかと。関連事業につきましても，今回こちら１行，何々計画何ページという

丸いメモのようなもの入っておりますけれども，関連事業にしても，把握した上での地域

福祉計画なんだという掲示の仕方というものもあろうかと思います。そういったもっと充

実した内容にしてほしいというのが委員さんのご意見かと思いますので，また検討してい

ただき，第４回の結果のほうにもしていただければと思っております。 

 最後の点ですが 15 ページですね。基本計画の絵があるんですけれども，私メモでちょっ

と面白くないかと思いますが，ちょっとこれやっぱり鑑になる絵だと思いますので，また，

こういったポンチ絵につきましても事務局大変かと思いますが，もう少しご検討いただき

まして，見やすい，分かりやすいといった内容，そして図式化みたいなものも図っていた

だければというふうに思いますので，よろしくお願いいたします。 
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 それでは時間になりましたので，ここからは事務局にお願いしたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

 

（司会） 

 はい，委員の皆様，本日は長時間にわたりましてご協議をありがとうございました。 

最後に事務局のほうより皆様方にお知らせがございます。次回の推進協議会でございま

すけれども，年明け１月９日の開催の予定となっております。４番目の会でございますの

で，パブリックコメント実施前の最後の協議会となっております。開催のご案内につきま

しては，また開催の１カ月前を目安に皆様方にご通知のほうさせていただきますので，ま

たご出席をいただきますようよろしくお願いをいたします。 

それでは以上をもちまして，本年度第３回目の高知市地域福祉計画推進協議会を閉会い

たします。委員の皆様ありがとうございました。 


